
　青年部は、地域貢献と環境を守る活動の一環と

して、使用済みの農業用プラスチックやビニール

の回収に毎年取り組んでいます。

　今年度は６月29日と7月6日に北上地域で、７

月13日と20日に花巻地域で行いました。そのうち、

中央カントリーエレベーター（花巻市鍋倉）には花

巻や湯口、太田、笹間の各支部から約30人の盟友

が集結。地域の組合員や生産者など約120人から

持ち込まれた育苗箱や肥料袋、農薬容器、マルチ

シートなどを

種類に応じて

業者指定の回

収袋に手際良

く詰め込みま

した。一時は

荷降ろしを待つ車両がず

らりと中央カントリーエ

レベーターの周囲に並び

ましたが、気温30度に

迫る暑い中、盟友たちが

協力して作業を行い、ス

ムーズに回収が進みまし

た。

　花巻地域青年部笹間

支部の高橋清孝支部長

は「廃プラ回収は、青年部の柱とも言える活動。作

業をしながら他支部の盟友と交流を図れるほか、

地域の生産者の顔を知りコミュニケーションをとる

こともできる」と活動の意義を話しました。

地域貢献と地域交流を
盟友が一致団結して廃プラ回収

約11ｔの廃プラを回収

持ち込まれた育苗箱を協力して降ろす盟友たち

ぽらーの
広場

ぽらーの広場は、読者の皆様との交流の場です。
皆様からテーマにちなんだお便りを募集し、
紹介しています。

今月のテーマ 子どもの頃の　　　夏の思い出

テーマにちなんだエピソードを募集します。
これまでの人生で忘れられない出会いとそれに関するエピソードを教えてください。
応募方法： �①テーマにちなんだお話②郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号③ペンネーム④ＪＡや広

報誌に関するご意見・ご感想を記入の上、はがきまたはメールにてご応募ください。
右記のQRコードからのご応募もできます。

※投稿頂いた中から内容を誌面に掲載させて頂きます。ペンネームが無い場合はイニシャルでの掲載になります。
●はがき：〒025-8504 花巻市野田 316-1　ＪＡいわて花巻組織広報課「ぽらーの広場」宛
●メール：polano@jahanamaki.or.jp　●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

初めてのデートは高校生の夏。暑さと
緊張で手汗が気になり、手を繋ぎたい
けれど繋げない甘酸っぱい青春の思
い出です。� （北上市・ゆりゆりママ）

小学校の夏休み中、校庭にテントを
張り、全校児童でキャンプをしたこ
と。みんなで作ったカレーは絶品で
した。� （遠野市・るんるん）

家の中には誰もいないのに、台所か
ら寝床の方に白い着物を着た人が通
りすぎたことを思い出します。
� （北上市・ニャンコロもち）

豊沢川で泳いだことです。大きな石
から飛び降りたり、浮き輪に座り流
れたり。平和な時代でした。

（花巻市・マロンの母）

父が蚊帳を吊るす際にうれしくてまと
わりつき叱られたものです。蚊帳の上
にホタルを放ちその光を見て眠りまし
た。� （北上市・ドリップコーヒー）

お昼頃、チリンチリンと鈴を鳴らして
アイスキャンディー屋さんが来ること
が楽しみでした。60年も前の夏の思
い出です。�（遠野市・おかちめんこ）

https://www.jahanamaki.or.jp/entry/index.php
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投稿を頂いた方の中から
抽選で、今月は

「西和賀りんどう」
をプレゼント！

5名様にプレゼント！

二子さといも

来月のテーマ（10月号掲載）「忘れられない出会い」応募締切／9月10日（火）消印有効

13 12ぽらーの花巻 ◉ ◉ぽらーの花巻

　農林中央金庫と（株）NHKプロモーションは、ＪＡ直売所
のＰＲを通じて国産農畜産物の消費拡大を促すために連携
し、全国47都道府県のＪＡ直売所を訪問してクッキングス
テージなどを披露する「ＪＡバンク×みんなのきょうの料理
　健康キッチン〜ＪＡ直売所キャラバン〜」を平成28年８月
より開催しています。
　このイベントのキャラバンカーが７月27日、農産物直売所
「母ちゃんハウスだぁすこ」を訪れ、34回目のクッキングス
テージを開きました。料理研究家の脇雅世さんが旬のピー
マンを使い、「ピーマンの香味煮」と「花巻黒ぶだう牛のうま
みトマトソース」を調理し、来場者に「ピーマンの香味煮」を
振る舞いました。

■スペシャルトークステージ
　料理研究家の脇雅世さん
とミニトマト生産者の菅野勉
さんによるスペシャルトーク
ステージが行われました。菅
野さんは「消費者が手にとっ
て喜んでいる顔を見るとうれ

しくなり、また頑張ろうと気合が入る」と話し、脇さんは「鮮
度の良いものを生産者自らが直接運び、名前なども書いて
いるため安心できる」と笑顔で話しました。
　JAバンクからは、金融部金融推進課の畠山聡子職員が
“よりぞう”とともにJAカードについて説明しました。


